
第4章 シイラ漬漁業

シィ ラ総 漁獲量 の約60%は シィ ラ漬 漁業 によって水 揚 され て い る。 しか も,こ の漁業 は海 面 に 漬木

を敷 設 し.そ れ に集 まつ た 魚 群 を捕獲 す る とい う特 異 な 漁法 で あ る。本 章 では シィ ラ漬 漁法 お よ び漬 木

の周辺 に 構 成 され る生物 群 集 に つ いて 述べ る こ と とす る。

第1節 シ イ ラ 漁 業 と 漁 獲 量

シイ ヲが どの よ うな 漁 具 ・漁法 に よつて 漁 獲 され て い るか を農 林統計 表 に ょつて 調べ て み る, Table-

13に1954～1962年 の8か 年 に つ いて,主 な漁 法種 類別 に シィ ラ漁獲量 とそ の 百分率 を 示 した も

の であ る。

Table 13. 漁法 別 の シイ ラ漁 獲高

 (,tch of dolphins by type of fishery,( average through 1 954 

 to 1962 )

Table 13 によ る と.釣 ・延 縄お よ び旋網 漁法 に よる もの が圧 倒的 に多 く.平 均す ると旋 網が全 体

の約60%釣 ・延 縄 が約33%を 占め る。 第2位 以 下 には 定置 網 ・敷 網 ・刺 網な ど続 くが,こ れ らは シ

イヲ の漁具 。漁法 として問 題 とす るに足 りない ほ ど僅 か な もので あ る。 しか し,地 方 に よつ て は こ の よう

な漁法が 比 較的 重 要 な位置 を 占めて い る ところ もあ る。

シィ ラ漁法 の主 な種 類 が明 らか に され た の で,さ らに 漁具 に つい て詳 述 す る と,旋 網 は全 漁 獲量 の62

%を 漁獲 して い るが,そ の61.7%は シイ ラ 旋網 に よつ て 占め られ,残 りの0.3%が 一 艘あ ぐ り 巾着 網 ・

2艘 あ ぐ り巾着 網・ 逢 切 網 に よつ て 占め られ る。 釣 ・延 縄 の主 な漁具 はカ ツオ ー本釣 ・マ グロ延 縄 ・そ の

他 の釣 や 延 縄 で,ス ケ ソウ ダ ラ延 縄 に も僅 かな が ら漁 獲 され て い る。 そ の他 の主 な 漁具 では,ブ リ・ マ グ

ロ定置 網や そ の他 の敷 網 ・刺網 が あげ られ るが,ま た,以 西底 曳網 に も少量づ つ 漁 獲 され てい る。

ごれ は底 曳網 で捕 獲 した もの でな く,船 員 が航海 の途 中に釣 獲 し た もの であ ろ う。 この よ うに,シ ィ ラは

ほ とん ど総 て の 漁具 に ょり漁 獲 され て い るがb主 要な 漁具 は2～3種 に限 られ て い る。



つぎに,海 区 別 に漁法 別 の漁 獲量 お よびそ の百 分率 を,1960～1962年 の平 均 でFig.81

に示す。

Fig, 31. 日本近海における海区別の漁法別漁獲量

catches of dolphins in Japanese mters,by sea regions 

and. by type of fisheries .

Fig, 31 に よれ ば,太 平洋 側 では カ ツオ ー本釣 ・マ グ ロ延縄 が 主要具 で あ り,日 本海 お よび東支

搬 側 η よシイ ラ旋網に よつて 漁獲量 の大 多 数 を 揚げ てい る こ とが特 徴 的 であ る。 す なわ ち,北 海 道

海区は僅か9ト ンの漁獲(サ ケ ・マ ス定置 網,96.5%)で あ るか ら これを 除 く と,太 平洋 北 区ettsい

てtまカ ツオー一本 釣が第 一位(45%),マ グ ロ延 縄 が第2位(31%)で ,そ の他 の釣 ・延 縄 がこれ に

続いてい る。 この順 位 は 太平洋 中区 に おい て もほぼ 同様 であ るが,カ ツオ ー 本釣 に代 つ てマ グ ロ延 縄 が

館1位(33%)と な つている。 太平洋 南区 に おい て は少 しお もむ きが 変わ り,シ ィ ラ 旋網 がas一`位(

膨"



50.5%),そ の他 の 延 縄 が第2位(18%)を 占め,カ ツオー 本 釣 は第5位 に落 ちて い る。

日本 海北 区 にお け る シイ ラの 漁 獲は.そ の他 の延 縄が第1位 .儀そ の他 の 釣 が第2位 であ り,両 者 で

漁獲量 の45%を 占め て い る。 シ イラ旋 網は その他 の敷 網 につ い で 第4位(13.7%)で ある。 日本

海西 区 では全 海区 第1位 の 漁獲 量 を掲 げて い るが,そ の94.3%は シイラ 旋網 で 占め られる。 東 支 那

海区 も日本海西区 と近似 した傾向を持ち シイラ旋網が74・5%を 占めて,カ ツオー本 釣は第3位 で

5.4%に 過 ぎな い,

以 上 を総 合 す る と シ イラ の総 漁 獲量 の約60%は シィ ラ漬 漁業(シ ィ ラ旋網)に よつ て,日 本 海

西区 ・東支 那海 で漁 獲 され て い るこ とにな る。



第2節 シ イ ラ 漬 漁 法

１歴 史

シィラ漬漁業の起源は明らかでないが,束 インド諸島にこれと類似の漁法が広く行なわれてい

るところか ら (WESTENBERG , 1 9 5 3) ,一 応.南 方か ら伝わ つ た もの と思 われ る。

近 代 にお け る シィラ 漬漁業 の 歴 史 は明治 以前 と明治 ・大正 時代 お よび 現代 の3期 に大 別す る こ

とが で き る。 もつ と も古 い記 載 として 農 商務 省 水産 局(1912)お よ び 鈴木(1931)に よ

ると 「山 陰道 ・北 陸道 では シ ィラを もつば ら漁す る漁法 として 漬 漁業 あ り,こ れ を 漬木 とい う。

構造は 青竹(直 径8㎝)の 長 さ2m位 の もの約15本 を藁 縄 で 結束 し,こ れ に碇 を付 して 敷設 し,

集 まつ た シィ ラを 釣 獲す る」 としてい る。

明治時代 は 日本 海 側 の ご く一 部 の地 方 で,以 上 の よ うな 漬木 に集 まっ た シィ ラ漁群 を無 動力 船

によ り釣 獲 して い たが,大 平 洋 側 で は この 漁法 は全 く行 なわれ てい な かっ た よ うであ る。 つ ぎに.

明治30年(1897)前 後 よ り大 正 初 期 にか けて,紡 績 業 の発 達 と編網 機 の 出 現 とで編 漁 網 の

大:量生 産が 可能 とな り,ま た,漁 船 の動 力 化 がお こな われ た。 この時 代 の1905ん1912年

に シィラ 漁業 に初 めて 網 が使 用 され,網 船2隻 で旋網 す る方 法 が試 験 され た。

また,島 根県 水試 が1914～1918年 に か けて 動力 船 を使 用す る こ とに よつ て 漁船の 構 造 ・

漁具 ・漁法 を改 良 し,縦 来 の 無 動力 船 で は漁 場 の範 囲が 距 岸30浬 以 内で あつ た もの を60浬 の

沖合へ拡張 す る こ とに成 功 した。 同 じ く,山 口県 水試 も1916～1918年 に これ を試験 し,

縦 来の釣 漁法の み に よ る シイ ラ漬 漁業 に一 転期 をあた え,こ こに現 代 の シ イラ潰(旋 網)漁 業の

基 礎を確立 し た といえ る。 そ れ か ら,石 川県 水試 が1918～1921年 に,朝 鮮 慶 尚北 道 水試

が1924年 に島 根 県浜 田港 か ら資材 を,山 口県 豊 浦郡 か ら船 と漁夫 を 雇 い入 れ て シィ ラ旋 網漁

法 を試験 して い る(水 産 試 鹸場,1931)。

大 平洋 側の 高 知県 ・宮 崎県 水試 が漬 漁法(一 本釣)を 試験 した の は1903～1909年 であ

り,旋 網 漁法 を行 な うよ うに なつ た のは,ご く最 近 の こ とであ る。 シ ィ ラ旋 網 漁業 の発 祥 地 は

島 根県 ・山 口 県で あ る と云 え る。

2.漬 木 ・ 漁 法

漬木 の構造 は 地 方 に よっ て色 々 と異 な り,そ れ ぞれ特 徴輝 み られ るが,代 表 的 な もの2～3を

Fig .32に 示すe



Fig. 82.

Illustrating of constructions of "Tsukegi (bamboo shelter for 

dolphins) typical in Shanane district (a) Akita district 

(b) and Niigata district (c).



図中 の(a)は 島根 県 ・山 口県 沿岸 で使 用 されてい る基本 の 型で あ る。 構造 は台竹(孟 宗 竹 の

直径8～13㎝,長 さ2mの もの9本 を2段 に か さね る)と 玉 柳 竹 または 潮かつ ぎ(台 竹の 上 へ

長 さ約8mの 孟 宗 竹6本 をか さね る)か らな り,そ れ に 目標 と して 見 世木(長 さ約2m)を 立 て,

碇綱 を 水深 の40%増 し として 碇600Kgを つ け て 敷設 す る。 地方 に よつ て は,潮 か つ ぎ竹 に枝

をつ けた まま結 束す る とか,潮 かつ ぎ竹 の 中 ほど を巾広 く結 束 して琵 琶 の 形 に似 せて い る ところ

もあ る。

(b)は 秋 田県 船川 地方 で 使用 され て い る もの であ る。 ほ ぼ4mの 孟 宗竹4本 を平 に並 べ て,

それ を横 木3本 で 固 定す る。 そ の上 に同 じ く孟 宗竹2本(8～10m)を 縦 に並べ る。 この場 合,

漬木 の尾 部 を末 広 が りに す るの は 波浪に 対 して安 定 を保つ た め であ る。

(c)は 新 潟県 佐渡 が 島 で使 用 され て い る もの であ る。 長 さは6～7mの 孟宗 竹30～40本

を,切 断 面 の大 き さを適当 に交 互 に 組 合わせ て長 さ10～12mの 筏 に束 ね た もの であ る。 これ

は(a)・(b)の 漬木 に 較 べて 大型 の もの であ る。 前 者 が一 船 に つ さ30～60個 を敷 設 して

旋 網 で操 業す るの に対 し て,後 者 は1船 で1個 を 敷 設 して その 周囲 で釣 ・延縄 で漁獲 す る漁法 上

の 違 い に よ るた めであ る(新 潟 県 水試,1962)。

つ ぎに,山 口県 ・島 根県 沿岸で 使 用 して い る旋 網 漁具 の 概略 を述べ る。 網 の打 ち廻 しの 長 さ

(浮子 綱 の 長 さ)は 略170～180m,目 合 い は袖網 で91～1201mn,魚 捕 部 で30㎜,網

丈 の最 深 部 は約10mで あ る(農 林 統計協 会,1959)。

漁携作業は,漬 木に近づいたら船の速力を落し,船 橋上の見張り人は竹竿(長 さ10～15m)

の先にイカを付した誘いを海中に入れて魚群の集まり具合を判断し,投 網の可否を決定し指示す

る。魚が漬木についていると撤餌を散布して誘導しながら投網する。その際に,船 は債木との距

離を10～15mに 保つて債木の片側から潮上の漬木頭部を迂回し,接 近方向の反対側にいたる

と投網を開始し,順 次に袖部を投下して魚群を旋き,債 木の真横附近で投網を完了し直ちに揚網

を始める。

この作業 は その時 の 潮 流 や風向 に対 処 して 色 々と変 化す るが,一 般 にはRig.33の よ うに潮

上 か ら潮 下へ 投 網 を開 始す る方 法 が用 い られ る。 しか し,そ の時 の状 況 に よつ て は シ ィ ラが債木

か ら離れ ない場 合 があ り,上 述 の方 法で は捕 獲 で きな い か ら,Fig.34の よ うに漬 木 を 内 に入

れ て旋 網 し,揚 網 の際 に船 と袖 網 との 間隙 か ら潰 木 を網 の外へ 押 し出す 方 法 を と る。 この 時 に は

潮 流方 向 と風 向 とが反 対 で あ る,ことが望 ま しい。



Fig, 33 . 債木 つ きシ イ ラの旋 網 方 法

Schematic diagrams showing usual process of purse seine operation 

forfi ehes gathered around "Tsukegi", In the morning and evening 

the sdina boat begins to encircle fishes in a harrower area and 

closer to "Tsukogi" (A) than it does in the daytime (B).

Fig. 34. 漬 木 を内 に入 れ て 旋 網 す る方 法

Another process of purse seine operation ; "Jsukcei" is first 

ericircled together with fisYe .s, and as the net is hailed up it 

is pushed out of the enclosure.



5.漬 漁 場 と し て の 条 件

日本近海の海底地形 ・海流とシィラ漬漁場 との開係をFig. 3 5 に示 す。

Fig, 35. 日本近海の海底地形 ・海流とシイヲ漬漁場

Distribution of "Shiirazuke " fishing ground (dotted area) 

in the Jala,nese waters in relation to topography an a 

current of the sea.



Fig_ 35 をみると,海 底地形の等深線は太平洋側で九州南端から房総半島にかけて接岸して

おり,大 陸棚がやや広い海域は房総半島以北 にみられるに過ぎない。それに較べて,日 本海側で

は東支那海から朝鮮沿岸,お よび本±西部沿岸につ らなる一連の 広大な大陸棚が見られる。現在.

シィラ漬漁業を行なつている地方のうち,秋 田県か ら鳥取県に至る漁場はいずれ も距岸10～30

浬の範囲に止まっている。一方,島 根県から長崎県に至る漁場は距岸80浬 の沖合におよんでい

る。太平洋側での潰漁業は宮崎県(豊 後水道)・ 高知県(土 佐湾)・ 香川県(播 磨灘)沿 岸の一一

部で,ご く小規模に行なわれているに過ぎない。

漬 漁場 は お お むね 水 深300m以 浅 の 海域 に 限定 され,そ れ よ り深 い海域 で は漬 木 を敷 設す る

の が経 済 的 に困 難 であ る。 島根 県 沿岸 の 漁場 内 に は,沿 岸 線に 沿 つ た 距岸10浬 線 上 を東 西 に約

1浬 聞 隔で総 計69統 の 債木 設定線 が沖 合 に向 けて もうけ られ てい て,そ れ ぞれの 漬木 設 定線 に

は 距 岸10浬 の点 か ら,1浬 間 隔 で沖合 に向 け50～60個 の 漬 木 が敷 設 されて い る。

夏季 の海流 はFig.35に 図示 した とお りで,太 平 洋 側 で は九 州 南 端か ら房総 半島 の 間 を黒 潮

が 羨 岸 して 流れ,流 速 は1～3ノ ツ トと非 常 に 大 きい。 しか し,日 本 海 側 では せい ぜ い1ノ ツ ト

まで の速 さで,局 地 的 には1.5ノ ツF程 度 の と ころ もみ られ る。

流れが早いと漬木の受ける流動圧が大 きく,そ のために債木が流失することも多い。事実,台

風の通過後には波浪の影響も加わつて多数の漬木が流失している。また,島 根県沿岸でも時々

1.5ノ ツト程度の急潮が起るが,そ の時には債木は頭部を水中に引き入れ られて棒立 ちとなつて

いる。このような場合には旋網作業が出来ず,船 上からの観察では水面近 くには債木に魚影が認

められない。 シィラやその他の魚も漬木に定位し得ないようである。結局,債 漁場の条件 となつ

ているのは,海 が浅く,流 速がそれほど速 くなく,か つ暖流々軸に近い海域 である。

第5節 シ イ ラ 漬 漁 業 と 漁 獲 状 況

1.捕 獲 魚 種 と 漁 獲 量

この 漁 業 に よ る 漁獲物 の 主 な もの は勿 論 シイ ヲで あ るが,そ の 他 に も多 数 の 魚種 が 混獲 され る。

い ま,1955～1958年 までの3か 年の 島根 県 仁万 港の シ イ ラ旋 網4統 に つ い て,魚 種 別の

漁獲状況をTable 14 に示す 。 た だ し,表 中の 魚種 の うち,シ ィラに は エ ビス シイ ラが,ビ ラ

マサ には ツム ブ リが 含 まれて お り,メ ジナそ の他 の雑 に は イス ズ ミ ・メ ジナ ・イ シ ダ イ ・イ シガ

キ ダ イ ・メダ イな ど一 括 した もの であ る。 また,カ ツオ ・マ グ ロ ・サ ワラ類 は行 動 が敏 捷 で 旋網

に よ る捕 獲 はほ とん ど不 可能 で あつ て,多 くは債木 で 釣 獲 され た もの で あ る。



Table 14 . 島根県仁万港の4統 の シイラ旋網船による主要魚種の

月別平均漁獲

Average monthly lardings of "Shiira-nuke" fishery by f our 

boats at Nima,imane Prefectura, 1 9 5 5-1 9 5 8.

Table 14 を み る と,漁 獲物 は シ ィ ラ ・ウ スバ パ ギ ・ア ミモ ンガ ラな ど暖 流性 の もの が多い

が,沿 岸 で 普通 に獲 られ てい る ブ リ ・カ ンパ チ ・メ ジナ な ども多 く捕 獲 され てい る こ とがわ か る。

量 的に は総 漁獲 量の93～96%を シイ ラが 占め,つ い で カ ワハギ類 が1.5～3%,オ キ ア ジが

0・.1～0・5%・ プ リ類 が年 によ り、異 な るが1・5%程 度 み られ ・そ の他 の 魚 種 は徴 々 たる もの であ

る。 これ らの 出現 は例 年 ほ ぼ 同様 の傾 向 を示 し.,プ リ類 が6～7月,カ ワハ ギ類が7～9月,オ

キア ジ ・メ ジナ ・その 他 の 魚 は8～10月 の聞 に主 にみ られて い る。

2.漬 木 つ き シ イ ラ 尾 数

　 　島 根県 沿 岸の 漁場 には債 木 が 四方 に1浬 間隔 で敷 設 され て い る。 この よ うな 澱木1個 に それ ぞ

　九 ξの程 度 の シィラが つ い てい るかを 調べ る・ 漬 木につ い た 魚を 旋い て捕 獲 した シィ ラの 数 ・す

　 なわ ち,漬 木1個 当 り捕 獲尾 数(農 木つ き尾 数)を.1963年 と1964年 の6～10月 の 資料

　 か ら求 める とFig.36の とお りであ る。



Fig, 36. 漬 木1個 当 りの シ イ ラの つ き尾 数

Frequency distribution of catch in number per "Tsukegi " 

operatio; In all 3 6 3 operations were made. 

1 9 6 3 (operhistogra m), 1 9 6 4 (shaded.)

Fig_ 36 によ れ ば,シ イ ヲの漬 木っ き尾 数は1～3,000尾 の範 囲にわ た るけれ ど も,そ の

最多 尾 数 は1963年 に1,100尾,1964年 に230尾 であつ た。 また,両 年 の漬 木 つ き尾

数 の モ ー ドは1963年 に30～100尾 に ある が,1964年 に は3～10尾 に み られる。 こ

の よ うに,漬 木つ き尾 数 は年 に よつ て大 きく変動 す るこ とがわか る。 この 原 因 を 両年 の 漁況 か ら

推察 す る と,1964年 の 島 根県 沿岸の水揚 高 は 雨年の 約1/3に 過 ぎなか っ たか ら ・来 遊 魚群

が 少な い と漬木 つ き も少 な くな る と考 え られ る(第6章3節 参 照)。

以 上 で述べ た 債 木つ き尾致 は,同 一 の漬 木 を毎 日操 業 した 場合 と 荒 天 な どのた め4～5日 間

休 業 を し てそれ か ら操 業 した 場合 と を区 別せ ず して 示 した もの で あ る。 しか し,両 者 は 実際 にお

い て 債木 つ き尾 数 に相 当 の差 異 が み られ るはず で あ る。 そ こで,同 一 の漬 木 につ い て毎 日操業 し

た 場 合 とそ うでな い場 合の 漬 木 つ き尾 数をFig.37に 示 す 。

図 中の点 印 は操 業 した が シィラの つ きが0尾 の 漬 木を示 す。



Fig. 37. 債木を連日操業した場合と日致をおいて操業した場合のシイラ

つ き尾蚊



Variation in abundance of dolFbins under "Tsuiwegi " according to 

vi,thir operations were mace or not in previous days, 

"TsuKegi 11 no
. 1: 1 0 miles off, no, 10:20 miles off, no. 3 0: 4 0 

miles off from the coast, respectively.

Fig. 37 をみ る と,1964年8月7日 か ら13日 の 間は潰 木 香号1～30番 まで連 日操 業

して い る。 漁獲状 況は 沿 岸の 漬 木(1～7番)と 沖合 の漬 木(19～30番)に それ ぞれ1～30

尾 の シイ ラが捕 獲 ぎれてい るが.そ の 中 闇の纏 或に 敷 設 さ れ た漬 木 には1尾 もみ られ て い な い。

この ことは,沿 岸 と沖合 の 海域 が 当 期 の来 遊経路 に当 る た め連 日 操業 して も毎 日多少 の 債木 つ き

が 認 め られ,来 遊 経路 か らは ずれ た海 域 の 債木 には ほ とん ど認 め られ な い ことを示 し てい る。

また,8月28日 か ら9月1日,9月3～4日,9月6～8日 ま での 記録 に よる と,来 遊 経路

に 当 つ て いる海 域 の債 木 で も連 日操 業 す る と.シ ィ ラがつ い てい る債木 の数 や 潰木 つ き尾数 が次

第 に 減 少 してい る こ とが明 らか に想 像 され る。9月1日 ～4日 の 漁況 で は 操業 した債 木数 十 個分

うち謹か1～3個 に シィ ラが み られ た に過 ぎな い。 しか し,荒 天な どで1日 の間 を置 い て操 業す

る と,9月3日,6日 の よ うに 多 くの つ き魚が み られ る。

来 遊 魚群 が 債木 によ つ て 漁獲 され る効 率は標 識放 流結 果 か らみ て他 魚種 に比 較 して非 常 に高 いか

ら,こ の よ うな 現 象は 漬 漁場へ 加入 す る 魚群 量 と 漁獲量 との 相対 的 関係 を反 映 した もの で あ ろう

3.浮 遊 物 つ き シ イ ラ 尾 数

1964年6～10月 の 間に おい て,13統 の シィ ラ旋網 船 が海 面の 浮 遊物 を発 見 し,こ れ を

利 用 して操 業 した回 数 は166回 に お よん で いる。 多 い時 は1日 に3～4回 もこの よ うな 操業 を

行 な い,漁 獲物 の過 半 数を これ に よつ て捕 獲 ず る 漁船 もあ る。

この よ うな浮 遊 物 は 主に 面積4～9㎡ の 流れ 藻 と,山 口県 沿岸の 漬木 が流 れ て きた もの,そ して

板 切 れや 丸太 な どの 流 木 で あ る。 浮 遊物 の 橦類 と利 用状 況 をTａｏle15に 示 し,名 種 浮遊 物 の

シ イ ラのつ き尾 数 をFig.38に 示 す。



Teble 15. シイラ旋網船による各種浮遊物め利用状況

Number of operations of dolphin purse seine taking advantage 

of fl otsaf.

利 用 した 浮遊 物 の割 合 は流れ 債 木が総 数の約50%,流 れ 藻 が40%を 占め てい る が,そ の

80%は7～8月 に利 用 され てい る。 これ らの発 見 水域 は い ずれ も距 岸20浬 以 遠の 沖合 で あつ

た。 一 般に 流れ 藻 は沖合 よ りも沿 岸 に 多い が,沿 岸 の 流 れ 藻 を利用 しない の は シィ ラがつ い て い

な い か らで あ る。

Fig.38を み る と,各 種 浮遊 物 に よ る シイ ラの最 高 捕 獲尾 数 は,流 れ 藻 で1,670尾,流れ

債 木で700尾,流 木 で542尾 であっ た。 そ し て,捕 獲 尾 数 分 布の モ ー ドは 各種 浮 遊物 と も

30～100尾 に み られて,同 年(1964年)の 漬 木 つ き尾数分 布(Fig .36)の モ ー ドに

較べ て 甚 だ多 い こ とが わか る。

以 上か ら,流 れ藻 と流木 お よび 漬木 とは構 成物質 や浮遊 形態 に 大差 が認 め られ るに もか か わ ら

ず,シ イラの つ きは同 じ傾 向 にあ る。

また,筆 者 自身 の観察 として動物(牛)の 死体 に700尾 がつ い て いた の を確 認 した こ とがあ る。

シィ ラ旋網 漁業 に長年 従事 してい る漁 夫は 浮遊 物 の 色 彩や 付着 物 の状 態か ら シィ ラ魚群 の有 無 を

判 断 して い る。



Catch in individual number

Fig, 3 8, 浮 遊 物の 種 類 と シイ ラつ き尾 数

Distrituti on of abundance of dolphins user three hinds of flotsam ;

drifting sea weeds (open histo gram) 

driftiing ' Tsukegi " (dotted) 

drifting timber (shaded)

第4節 漬 木 つ き 魚 群 集

1.漬 木 つ き 魚 種

1955～1962年 にわ た り島根 県浜 田 ・仁万 ・山 口県 阿 武郡 江 崎沖 合 の漁場 で シィ ラ旋 網

船 およ び 試験船 が漬 木か ら捕 獲 した 魚種 とその大 き さを示 したの がTable16で あ る。



Table 1 6. 潰 木 で採 集 し た 魚種 と その大 きさ

Species of fishes anct their size caught under 

" Tsukegi "
,

Table 16. をみる と,漬 木 か ら捕 獲さ れ た 魚種 は、合 計12科25種 におよ ん でい るこ と

が知れる。魚種は季節的に暖流性のものが多いが,ま た,沿 岸で普通に獲 られている魚種も多く,



オ ニ ア ジ,ス ジ ハ ナ ビ ラ ウオ (ABE,T. ,S. KOJIMA,& T. KOSAKAI, 1963 ) の よ

うに 漁 期 趨に 数 尾 しか 捕獲 され な い もの もあ る。 これ らの体 長組 成 は全 長7～8㎝の 幼 魚か ら

120㎝前 後 の 成 魚 まで で,魚 体範 囲 は魚 種に よっ て ほぼ 定 まつ てい る。

種 別に す る と小 型 魚は イ シダ イ ・メ ジナ ・オ ヤ ビチ ヤ ・イ ス ズ ミな どであ り,中 型 魚は ツバ メ

ゥオ ・ア ミモ ンガ ラ ・プ リモ ドキ ・プ リ ・カ ンパ チな どで あ り,大 型 魚は シイ ラ ・カ ツオ ・マ グ

ロな どであ る。

漬木 か ら捕 獲 され た 魚類 は,内 田 ・庄島(1958),千 田(1962)が 流 れ 藻か ら採 集 し

た 魚類 の大 き さに較べ て,甚 だ 大型 の もの で あつ た。 これ は使 用 漁具 の違 い に よっ て ・大 型 魚や

そ の 反対 に 小 魚が 捕 獲 され なか つ た と思 われ るが,さ らに,流 れ に 対す る挙 動 が債 木 と流れ 藻 と

で は本 質的 に相違 す る こ とに基 づ く もの と考え られ る。 す な わ ち,流 れ藻 は 水と共 に流れ るか ら

稚 ・幼 魚 もつ い てい るが,潰 木 は定 置 レて あ るた め に.遊 泳 力の 小 さな もの は流 さ れて しまつ て

債 木 につ いて 定位 し 得 ないた めで あろ う。

2.シ イ ラ の つ き の 生 態

シィラの漬木つき生態について漁携作業から観察した結果を述べる。

債木の周辺で誘い餌を入れ るか,曳 縄を曳航すると.そ の附近に遊泳している魚群はあらゆる

方向から水面を跳躍しながら追跡してくる。曳縄の擬餌針から半径20～30m範 囲に遊泳する

魚は,そ れを追跡 してくるようにみえ.る。釣獲状況は曳航速力6ノ ツ ト程度がもつともよく,そ

れ以上の速力では シィラは擬餌針に到着し得ず ・しだいに離されていく ・また ・速力を6ノ ツト

以下に落すと擬解針と視覚,あ るいは聴覚 との関係か らか釣獲は悪 くなる。

遊泳状況は朝 ・夕方に漬木の頭部周辺に濃密である。曳縄を入れて漬木の周辺を航走すると。

擬餌針が漬木頭部からやや潮上に移動したところで一斉に シィラの追跡が起る。同じ漬木を3～

4回 廻つても同様の現象がみられるが,債 木側面や尾部の附近つまり漬木に対して潮下では魚は

余 り見受けられない。 日中には漬木つきが少なく,餌 つきも悪く,2回 目を廻つて釣獲す ること

は珍らしい。したがつて,シ ィラ旋網船 も朝 ・夕方には債木の頭部に直走し,10m内 外に近ず

くと誘い餌を入れ,撒 餌を散布しながら投網に移るが,日 中においては20m以 遠か ら誘い餌を

入 れ.漬 木 を大 き く1旋 回 して 魚を 集 めな が ら,2回 目の旋 回 で投 網 に移つ てい る。 (F i g,

33)。

夜間 で も望 月 で 凪 の場 合 に は 旋網す る ことが あ る。 シ ィラの夜 間の 行動 は鈍 く,そ の た め漁獲

は 朝 ・妨 と同 じ程度 にみ られ る。 成 魚の灯火 に対す る反 応 は認 め られ な い。 しか し ・,集魚灯 を

点 灯 して 釣具 を 漬木 の 下 に投 ず る と,漬 下か ら シイ ラが 出て きて 釣獲 され るのが 観察 され た。

漁 夫 の多 くは シ イラの 行動 に ついて,「 日中に は漬 木 を離れ て 遠 くえ遊 び に出 るが,夕 方 に な る

と元の 債木 に 帰つ て 来る」 もの と信 じてい る。 こ の こと は,日 中の漁 獲状 況が朝 ・夕方の1/3

程 度 しか 獲れ な い こ とに由 来 して お り,日 中 には シィ ラが朝方 よ り も広範 囲 に分 散して い る こと

は ほぼ確 実 で あ る。



魚群を誘導す る際に撒餌としてイワシ・シィラなどの切身を散布すると,群 れてそれを捕食し

なが ら潮下の債木側面までついてくるが,漬 木の尾部附近に至ると反転して漬木へ逃避するもの

が多い。 したがつて,で きるだけ急速に旋網するのであるが,失 敗することもある。一度旋 き損

じた魚群は二度目の誘いには前回の途中までしかついてこず,そ れ以上の誘導は難しい。このよ

うな魚群は 「ておい」 と称して,認い の状況から判断 して漬木ごと旋網す る方法がとられている。

一 網中にあつては水平方向の逃避行動のみで,網 底へ潜行するものは認められない。

5.漬 木 つ き魚 類 の食 性

シ ィ ラの 食性 は第3章 で詳 述 した。 こ こで はそ の他 の漬 木 つ き魚類12科24種 の 胃内容 物 を

調べ た結果 をTable17に 示す 。 これ に よ る と,内 容 物 に は微 生物 か ら魚類 までみ られ るが,

そ れ ぞれ の 魚類 は幾 らか の 限 定 され た餌 を 摂 つて お り ・幾つ かの 類 似 した 食 性 の グル ー プに 大 別

され る。 グ〃 一プ毎 に シイ ラの 食性 との 関連 を述 べ る。

1)擁 脚類 ・ク シク ラゲ類 を 主 に摂餌 して いた もの:オ ヤ ピチ ヤ ・ウスバ ハ ギ ・メダ イ ・ス ジハ

ナ ビラ ウオ で あ る。 これ らは シ ィ ラの 食性 と無 関係 であ る。

2)ギ ンヵ ク ラゲ ・エ ポ シガ イを主 に 摂餌 して い た もの:ソ ウ シハギ ・バ クセ イハギ ・ア ミモ ン

ガ ラ ・ツバ メ ウオ ・オ キア ジな どで あ る。 これ らには ギツ カ ク ラゲ(直 径3e㎝ 前後)が ほ ぼ完

全 な形 で,ま た噛 み砕 い た形 で 数 個 ～十数 個 ずっ み い だ され た が,シ ィ ラの 胃内容 に も多 くみ

られ てい る。

3)エ ポ シガ イ ・稚 魚を主 に 摂餌 して い た もの:イ シダ イ ・イ シガ キダ イ ・メジナ ・イス ズ ミな

どで あ る。 これ らの 内容 物 は雑 多 な ものか らな り,ヵ ワハ ギ 稚 魚や 流れ 藻片 で 腸管 が充 満 して

い る個 体 もあっ た。 シィ ラ も稚 魚類 を しば しば捕 食 してい た が,そ の 胃に は 多 くの場 合,流 れ

藻 が見 られ てい る。

4)稚 ・幼 魚 を主 に摂 餌 して い た もの:シ ィ ラ ・エ ビス シィ ラ ・プ リ ・カ ンパ チ ・ヒ ラマ サ ・プ

リモ ドキ ・ツム プ リ ・マ グ ロ ・カツ オな どで あ る。 これ らの うち,カ ンパ チ ・プ リ ・ツ ムプ リ

な どは流 れ藻 つ き稚 魚類 を主 に摂 り,マ グ ロ ・カ ツオ な どは シ ィラ と共 に カタ ク チ イ ワ シ ・ ト

ビ ウオな ど外 洋 性 魚 類 を主 に摂餌 してい る
。

漬木つき魚類の普偏的な食性を Table 17か ら結 論 ず け る こ とはで きない けれ ど も,あ る

時 期 と場 所 にお いて どの よ うな餌 を摂 つて い るか を知 る こ とが で きよ う。 そ れに よる と,漬 木

や シィ ラ と密 接 な関 係 に ある餌 を摂 つてい る もの もあ る し,全 く無 関係 な 餌 を摂つ て い る もの

もあ る。 この こ とは.漬 木つ き 魚類 の 食物 関係 が 複雑 な こ とを示 してい る。



Table 17. 漬 木 つ き魚類 の 胃内 容物

Food items found in stomachs of fishes under " Ts ultegi ".



4.漬 木つ き魚類の空間的分布

前項と潜水観察結果(児 島,1960)を 綜舎して ・漬木に対する魚類の空間的な位置を基本

的に示 したのがF i g,
.39で あ

.る。

Fig, 39 . 漬木 つ き 魚類 の 空間 的 分 布

Spacial die tri.bution of fishes around "Tsukegi" by Spa ciec.

A: O plegnathus fasciatus; Girella punctata;hyphosus 

    lembus. 

B : Seriola purpurascens; Seriola quinqueradiata; Seriola 

     aw eovittata; Canthidermis nvculatus. 

C : Al ut erxsmonoceros. 

D: Caranx helvolus; P'romethichthys prometheus. 

E : C oryphaena hi ppurus. 

F: Thunnus thynnus andK.utsuwonus pelamis.

魚類 の分 布状 況 は漬木 を 中心 と して,鉛 直 的 方向 と 水平 的方 向 とに 分 け られ る。 まず ・鉛直 的

分 布 につ いて,シ ィ ラは漬 木 か ら水深1～3m層 に分 布し ・水深1mま でのA層 に メ ジナ ・イシ

ダ イな どの 全長5㎝ 前後 の 幼 魚が 群 れ1.5～2mのB層 に カ ンパ チ.ブリ.ヒ ラマ サの 若 年 魚

や ア ミモ ンガ ラが 分 散 し,2～3mのG層 に は ウス バハ ギが ・3～4mのD層 に は オキ ア.ジ ・ク

ロ シビカ マスな どが滞 泳 し て 債木 つ き魚 の最 深部 魚種 とな つ てい る。・これ ら魚群 は 潮灘に よ つて

.潮上 に 傾斜 した碇 綱 に沿つ て分 布 し,同 「一魚種 で も深 部の もの ほ ど魚体 が 大 き く ・か つ ・広範 囲

に分 散し てい て,潰 木 を頂点 と して 円錐形 をな して い る。



水平的分布については,債 木の潮上水面5～10mのE水 面にシイラとヒラ ソウダなどが群れ,

それより以遠のＦ水面にカツオやマグ ロが遊泳し.漬 木の側面や尾部水面にはソウシハギなどが

散見される。以上はあくまでも基本的構造であって,実 際においては遊泳範囲の層別はそれほど

明瞭でなく,数 極類o魚 が各層に混泳 している場合が多い。遊泳水面の棲み分けはそれぞれの 魚

・ の食性によつて定まつているようで ・外洋性魚類を,摂るグループが債本からもつとも離れた水面

に分布する。

潰木についている魚群は潰木の周囲に一様に分布しているのでなく,粗 ・密がある。潜水して

観察すると,魚 群の密な場所は漬木の蔭よりも流向に支配されているようである。

すなわち,漬 木の尾部周辺でに水平的 ・垂直的に も魚群は極めて少ないが,漬 木頭部周辺の潮上

にはE・F水 面に濃密な魚群がみ られ,流 向に定位している。この水面の魚群はシィラやマグロ

・カツオのごとく強力な遊泳力と潜行力を持つものが主体であるから,遊 泳水面下に傾斜沈行 す

る碇綱との関係が考えられる。 シィラのつく場所は流向 と碇綱によつて制約 されているともいえ

よう。
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